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2014年11月8日，中国安徽省の安徽工業大
学において第9回日中経営フォーラムが開催
された。
日中経営フォーラムは，現代企業経営の諸
問題についての研究発表，討論を行う国際的
な学術交流の場として，札幌大学経営学部と
華東理工大学商学院（中国・上海）との間で，
2006年から始められた研究交流である。昨年
の第8回目は本学で開催され，中国・台湾か
ら多くの研究者が参加し，アジアにおける企
業経営について熱心な討論が行われた。
第9回目のフォーラムは，「21世紀の企業経
営の変革とイノベーション」を大会テーマと
して，ホスト校である安徽工業大学を始め，
中国の華東理工大学，台湾の玄奘大学ならび
に中国文化大学から，三十数名の経営学やビ
ジネス分野の研究者が集まり研究報告が行わ
れた。本学からは，小山教授，汪教授，明教
授そして大森の4名が参加し，下記のような
報告を行った。
小山　修　「アベノミクスとその成長戦略・
雇用政策」
汪　志平　「日本企業の株式所有構造，取締
役会構成，雇用制度の変革の行方」
明　泰淑　「日本社会における雇用制度の危
機とその改革」
大森義行　「e-Learning における学習理解促
進に関する一考察」
今回のフォーラムでは，札幌大学を代表し
小山教授に基調講演をお願いすることとし
た。安徽工業大学との交流協定は小山教授（当
時の学部長）のお骨折りで2002年に締結され
た経緯があり，小山先生には長年に渡り講演
が依頼されていた。小山先生は本年度で退職
されるという事情もあり，今回，ようやくそ
の任を果たして頂くことができた。報告内容
も「アベノミクス」というタイムリーなもの
で，中国，台湾から来られた先生方には大変
興味深い発表となり，報告後も多くの質疑応
答が行われていた。
フォーラムの開始から，放送局仕様のカメ
ラでの撮影が行われ，すべての記録を映像で
残そうという熱の入れようであった。また，
講演論文集は冊子とともにカード型USBメ
モリ（写真）でも配布されており，目を引い
たものであった。
昼食後，新キャンパスの見学が催され，17
学部2万名を超える学生を有する広大なキャ
ンパスと，有志からの多額の寄付金で建設さ
れた最新鋭の図書館を案内され，その規模の
大きさに驚愕させられた。
引き続き第二部の一般報告が開始され，2
教室に分かれ，24の研究発表と質疑応答が活
発に行われた。
2015年度の第10回目は台湾の玄奘大学で開
催されることになっている。
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